
全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
家
庭
が

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き

る
よ
う
、
出
産
・
子
育
て
応
援
金

給
付
に
よ
る
経
済
的
支
援
を
一
体

的
に
実
施
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
出
産
応
援
金
は
、
妊
婦
一
人

あ
た
り
五
万
円
を
給
付
し
、
子
育

て
支
援
金
は
、
出
生
し
た
こ
ど
も

を
養
育
す
る
者
を
対
象
と
し
て
、

新
生
児
一
人
あ
た
り
五
万
円
を
給

付
い
た
し
ま
す
。
予
算
額
は
、
六

億
六
七
八
七
万
円
で
、
令
和
四
年

四
月
以
降
に
出
産
さ
れ
た
全
て
の

方
を
対
象
と
し
ま
す
。

支
給
開
始
は
、
令
和
五
年
三
月

か
ら
で
す
。

市
長
に
対
す
る
予
算
申
し
入
れ

に
つ
い
て
主
な
内
容
は
、
観
光
交

流
局
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
ス
タ
ジ
ア

ム
建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
広
く
市

民
か
ら
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら
、

拙
速
に
す
す
め
る
こ
と
な
く
、
場

所
や
機
能
な
ど
多
面
的
に
検
討
す

る
こ
と
。
観
光
振
興
策
の
一
つ
と

し
て
、
中
心
市
街
地
に
大
型
バ
ス

の
駐
車
場
を
確
保
す
る
事
。
危
機

管
理
局
で
は
、
川
内
原
発
四
〇
年

廃
炉
に
つ
い
て
、
九
州
電
力
に
申

し
入
れ
る
こ
と
。
ま
た
、
政
府
が

示
し
た
次
世
代
革
新
炉
の
開
発
・

建
設
等
に
つ
い
て
は
断
固
反
対
す

る
こ
と
。
。
環
境
局
で
は
、
家
庭

ご
み
の
有
料
化
に
つ
い
て
は
導
入

せ
ず
、
戸
別
収
集
制
度
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
実
効
あ
る
も
の
に
す

る
事
。
こ
ど
も
未
来
局
で
は
、
本

市
児
童
相
談
所
に
つ
い
て
は
、
早

急
に
開
設
す
る
こ
と
等
を
申
し
入

れ
ま
し
た
。

政
府
・
与
党
は
、
敵
基
地
攻
撃

能
力
を
持
つ
た
め
に
は
、
現
在
の

年
間
防
衛
費
五
兆
四
千
億
円
を
約

二
倍
の
十
一
兆
円
（
五
年
間
で
四

十
三
兆
円
）
に
し
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
し
か
も
そ
の
財
源
は
、
国

民
に
負
担
を
求
め
る
と
い
う
も
の

で
す
。

我
が
国
の
安
全
保
障
は
、
軍
事

力
の
強
化
だ
け
な
ん
で
し
ょ
う
か
。

我
が
国
の
食
料
自
給
率
は
、
今
や

三
十
八
％
で
先
進
国
の
中
で
も
下

の
方
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
食

料
自
給
率
を
上
げ
て
い
く
為
に
は
、

農
業
・
漁
業
、
そ
し
て
林
業
を
守
っ

て
い
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の

た
め
に
は
、
そ
こ
で
働
く
方
々
の

個
別
保
障
が
必
要
で
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症

は
、
世
界
の
安
全
保
障
を
脅
か
し

て
い
ま
す
。
我
が
国
も
ワ
ク
チ
ン

の
研
究
、
新
薬
の
開
発
、
医
療
体

制
の
強
化
が
必
要
で
す
。
国
連
軍

縮
局
は
、
世
界
の
人
々
に
基
本
的

な
水
と
衛
生
を
提
供
す
る
の
に
必

要
な
費
用
は
、
世
界
の
年
間
軍
事

費
の
二
％
以
下
で
済
む
と
し
て
い

ま
す
。
戦
争
で
は
、
生
命
は
守
れ

ま
せ
ん
。
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市
議
会
十
二
月
定
例
会
は
十
二
月
二
十
三
日
、
三
十
七
億
二
一
六
三
万
円
の
一
般
会
計
補
正
予
算
な

ど
三
十
議
案
（
出
産
・
子
育
て
応
援
事
業
を
含
む
）
を
可
決
し
、
終
了
し
ま
し
た
。
尚
、
会
期
中
の
十

二
月
二
十
一
日
に
、
下
鶴
市
長
に
二
〇
二
三
年
度
予
算
に
対
す
る
申
し
入
れ
を
行
い
ま
し
た
。

停
留
所
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い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
政
治
を

出
産
・
子
育

て
応
援
事
業

ス
タ
ジ
ア
ム
計

画
は
多
面
的
に
検

討
を
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気
象
庁
は
「
気
象
等
及
び
噴
火

に
関
す
る
特
別
警
報
に
係
る
緊
急

速
報
メ
ー
ル
」
配
信
を
十
二
月
末

で
終
了
す
る
旨
を
発
表
し
ま
し
た

が
、
こ
の
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、

噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が
四
・
五
が
発

表
さ
れ
た
際
に
配
信
さ
れ
る
第
一

報
と
し
て
即
時
性
の
高
い
重
要
な

情
報
伝
達
手
段
で
あ
り
、
配
信
終

了
は
住
民
等
の
迅
速
な
避
難
行
動

の
遅
れ
に
つ
な
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
鹿
児
島
市
議

会
桜
島
爆
発
対
策
特
別
委
員
会

（
大
森
忍
委
員
長
）
と
し
て
も
、

気
象
庁
に
対
し
て
、
メ
ー
ル
の
配

信
継
続
ま
た
は
代
替
手
段
の
確
保

等
を
要
請
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

本
市
は
、
噴
火
警
戒
レ
ベ
ル
が

四
（
高
齢
者
避
難
）
、
五
（
避
難
）

に
上
が
っ
た
場
合
、
本
市
が
委
託

業
者
を
介
し
て
メ
ー
ル
を
自
動
配

信
し
、
そ
の
後
は
、
桜
島
の
住
民

に
は
防
災
行
政
無
線
や
町
内
会
長

を
通
じ
て
、
噴
火
の
規
模
や
警
戒

範
囲
を
伝
え
る
ほ
か
、
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
情
報
発

信
す
る
と
の
こ
と
で
す
。

報
道
に
よ
り
ま
す
と
、
市
危
機

管
理
課
は
「
土
砂
災
害
情
報
の
配

信
契
約
を
結
ん
で
い
る
業
者
に
依

頼
す
る
為
、
新
た
な
費
用
は
生
じ

な
い
が
、
国
が
責
任
を
持
っ
て
行

う
業
務
で
あ
る
と
い
う
立
場
に
は

変
わ
り
な
い
」
と
表
明
し
て
い
ま

す
。

今
年
三
月
に
武
岡
台
小
学
校
の

生
徒
が
、
下
校
中
に
横
断
歩
道
を

渡
っ
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

車
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
い
う
事
故

が
発
生
し
ま
し
た
。
武
岡
台
小
学

校
ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
委
員
会
や
Ｐ

Ｔ
Ａ
の
皆
さ
ん
と
、
協
議
を
重
ね

る
中
で
、
通
学
路
の
変
更
や
、
横

断
歩
道
白
線
の
早
急
な
整
備
を
本

市
に
求
め
て
き
ま
し
た
。
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地
元
紙
に
「
自
衛
官
募
集
へ

の
名
簿
提
供
適
法
か
」
と
い
う

記
事
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
本
市
は

来
年
度
か
ら
氏
名
や
住
所
な
ど

の
情
報
を
、
紙
媒
体
で
防
衛
省

に
提
供
す
る
方
針
だ
が
、
こ
れ

ま
で
は
、
自
衛
隊
員
が
名
簿
を

閲
覧
し
書
き
写
し
て
い
た
。
こ

の
変
更
は
果
た
し
て
、
個
人
情

報
保
護
の
観
点
か
ら
適
法
と
い

え
る
の
だ
ろ
う
か
。
と
い
う
指

摘
で
し
た
。
そ
こ
で
、
市
議
会

の
総
務
環
境
委
委
員
会
で
は
、

個
人
情
報
は
本
人
の
同
意
に
基

づ
く
と
い
う
こ
と
が
基
本
だ
と

考
え
ま
す
が
、
自
衛
隊
へ
の
情

報
提
供
を
希
望
し
な
い
方
を
、

提
供
か
ら
除
外
す
る
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
具
体
的
に
は
ど
う

い
う
取
扱
い
に
な
る
の
か
。
質

し
ま
し
た
。
当
局
と
し
て
は
、

「
自
衛
隊
へ
の
情
報
提
供
を
希

望
し
な
い
方
を
、
提
供
か
ら
除

外
す
る
も
の
で
、
そ
の
旨
を
広

く
周
知
し
て
い
き
ま
す
。
」
と

い
う
答
弁
で
し
た
。
知
ら
な
い

う
ち
に
、
個
人
の
情
報
が
使
わ

れ
る
。
戦
前
へ
の
逆
戻
り
は
ゴ

メ
ン
で
す
。

主

張

桜
島
の
噴
火
緊
急
速
報

鹿
児
島
市
独
自
に
メ
ー
ル
配
信
を

気
象
庁
へ
の
要
請

本
市
独
自
の
メ
ー
ル
配
信

改善前改善後


